
　５月 18 日、岡山県消防学校（岡山市）で開

催された第 61 回岡山県消防操法訓練大会の小

型ポンプ操法の部に、瀬戸内市消防団を代表し

て長浜分団が出場し、消防技術の迅速性、正確

性を競いました。出場選手は、有高泰行指揮者、

神宝誠之１番員、神宝一彰２番員、時實桂吾３

番員、小崎智之補助員の５名。団員らと共に寒

い時期から厳しい訓練を積み重ねてきました。

　上位入賞は果たせませんでしたが、機敏な動

きを披露するなどして、日頃の訓練の成果を発

揮しました。

　消 防技術の迅速性と正確性を競う 第 61回岡山県消防操法訓練大会　

吸管を伸ばす２番員と３番員（写真中央）

テイクワン懐かしのメロディー
牛窓シーサイドホール

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどで秘書広報課へ送
付してください。匿名・ペンネームを希
望する場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
全ての原稿や作品を掲載できない場合もあ
りますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所秘書広報課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

　牛窓シーサイドホール会では、牛窓町鹿忍を拠点に活動する
グループサウンズフルバンド「テイクワン」による演奏会を開
催します。演奏曲は、「キサス、キサス、キサス」「ウナセラディ
東京」など懐かしのメロディーです。事前に予約を希望する場
合は、お問い合わせください。

▽日時　７月６日（日）　午後２時～（午後１時 30 分開場）

▽場所　牛窓シーサイドホール　（牛窓町牛窓 2448）

▽入場料（前売り・当日券共に）　一般５００円、高校生以下２００円
　　牛窓シーサイドホール会　☎０８６９-３４ - ２００８問予

みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問
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わが家の宝１歳です！

 Miu
 平成 24年 10月 6日生まれ

山根右
み う

結ちゃん
お住まい　牛窓町牛窓
ひとこと　
あなたが歩むその先に、その足もとに、
たくさんの嬉しい、楽しい、笑顔が
あふれていますように。
生まれてきてくれてありがとう♡

（父 右士さん　母 亜生さん）

市民ギャラリー
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　い  つまでもお元気で 100 歳を迎えた高齢者をお祝い　

　５月８日、満 100 歳を迎えた雪上芙美江さ

ん（邑久町山手）のお祝いに、武久顕也市長ら

が自宅を訪問しました。

　家族に囲まれた雪上さんは「ありがとうござ

います」と感謝の気持ちを述べ、笑顔でお祝い

状を受け取りました。若い頃から詩吟を習って

いる雪上さん。訪問当日は歌を披露し、周囲を

驚かせました。長寿の秘訣は「好き嫌いなく何

でも食べること」だそうです。

　雪上さん、これからもますますお元気でお過

ごしください。　

お祝い状を手にする雪上芙美江さん（写真左から３番目）

おたより紹介

　瀬戸内市は、牛窓港に「朝鮮通信使」が寄港したり、牛窓
海遊文化館（牛窓町牛窓）で文化交流資料を展示したりする
など、大韓民国とゆかりがある地です。
　日韓合鴨農民交流会は、合鴨を通した農民交流とそれを支
える人々の交流を目的として平成６年から活動しており、合
鴨農法の技術から生活文化まで幅広く大韓民国と交流を行っ
ています。
　日韓合鴨農民交流会では、次のとおりフォーラム（公開討
論会）を開催します。参加費は無料、事前の申し込みは不要
です。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

▽日時　７月 26 日（土）午後１時 30 分～午後５時

▽場所　ゆめトピア長船
　日韓合鴨農民交流会　事務局長　岸田さん
☎０７０-５４２４ - ２７２９
問

大韓民国の人たちと交流しませんか
日韓合鴨フォーラム
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